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本調査の概要 

１．回答者の属性 

（１）目的 

・この調査は大田区内の外国人区民および日本人区民の意識・要望を把握し、その結果を「国際都市

おおた」多文化共生推進プランに反映させ、今後の多文化共生推進に向けた事業展開に役立てるこ

とを目的に実施しました。 

 

（２）調査概要と回収結果 

 外国人区民調査 日本人区民調査 

調
査
概
要 

調 査 地 域 大田区全域 

調査対象者 18歳以上の外国人区民 3,000人 18歳以上の日本人区民 1,500人 

抽 出 方 法 住民基本台帳より無作為抽出 住民基本台帳より無作為抽出 

調 査 方 法 郵送配布・郵送回収、一部オンライン調査併用 

調 査 期 間 令和４年10月12日（水）～10月31日（月） 

言 語 英語、中国語、タガログ語、ネパール

語、ベトナム語、日本語ルビ付き 
日本語 

回
収
結
果 

配 布 数 3,000 票 1,500 票 

有効回収数 
803 票 

（郵送回収：465 票｜web 回収：338 票） 

558 票 

（郵送回収：383 票｜web 回収：175 票） 

有効回収率 26.8％ 37.2％ 

 

（３）調査項目 

◆外国人区民調査（２p～） ◆日本人区民調査（12p～） 

１．回答者の属性 １．回答者の属性 

２．ことばについて ２．外国人との関わりなどについて 

３．大田区の取組への評価について ３．多文化共生のまちづくりについて 

４．日ごろの暮らしについて 

５．防災について 

６．情報提供・相談体制について 

７．地域での交流について 

 

（４）調査結果（概要版）を見る上での注意事項 

・図表中で使われる「ｎ」は、各設問に対する回答者数である。 

・百分率（％）の計算は、小数第２位を四捨五入し、小数第１位まで表示している。従って、単数回

答（１つだけ選ぶ問）においても、四捨五入の影響で、％を足し合わせて 100％にならない場合が

ある。 

・複数回答（２つ以上選んでよい問）においては、％の合計が 100％を超える場合がある。 

・本文、表、グラフは、表示の都合上、調査票の選択肢等の文言を一部簡略化している場合がある。 
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外国人区民調査の結果 

１．回答者の属性（F1～F10） 

（１）年齢 

・「30 歳～39 歳」が 29.9％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

（２）国籍・地域 

・「中国」が 33.4％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）在留資格 

・「永住者」の割合が 29.1％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）住居形態 

・「（借家）集合住宅」が 42.5％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）職業 

・「会社勤務（一般正社員）」が 39.9％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

（６）結婚の有無 

・「結婚していない」が 33.0％で最も高く、「結婚してい

る（配偶者は同国人）」が 30.3％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

（７）同居者（複数回答） 

・「配偶者・パートナー」が 57.9％で最も高く、「子ど

も」が 32.4％で続いている。 

 

 

 

 

 

  

n   

（803） 5.4

3.7

39.9 7.0 14.8 10.0 6.7 6.8

3.6

2.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業者・経営者 会社勤務（役員） 会社勤務（一般正社員）

契約・嘱託・派遣社員 パート・アルバイト 専業主婦・主夫

学生 無職 その他

無回答

n   

（803） 30.3 25.4

3.6

7.2 33.0 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

結婚している（配偶者は同国人）
結婚している（配偶者は日本人）
結婚している（配偶者は日本人・同国人以外）
離婚・死別
結婚していない
無回答

n   

（803） 14.9 14.2 7.2 42.5
6.1

4.5
6.4

1.71.4

1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（持ち家）一戸建て （持ち家）集合住宅

（借家）一戸建て （借家）集合住宅

（借家）公営住宅 （借家）社宅

（その他）間借り・住み込み・寮 （その他）シェアハウス

（その他）その他 無回答

n   

（803）1.6 21.2 29.9 22.4 11.7 8.2 4.40.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳

40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳

70歳以上 無回答

（n=803）

33.4

11.2

11.2

9.1

5.1

4.6

3.9

2.5

2.2

1.4

0.6

0.6

13.9

-

0.2

0 10 20 30 40

中国

韓国

フィリピン

ベトナム

ネパール

台湾

アメリカ

タイ

インドネシア

インド

ドイツ

朝鮮

その他

無国籍

無回答

(%)

（n=803）

57.9

32.4

7.0

4.1

2.5

1.1

1.9

24.5

0.7

0 20 40 60

配偶者・パートナー

子ども

友人・知人

自分または 配偶者

・パートナーの親

兄弟姉妹

親戚

その他

いない

無回答

(%)

（n=803）

*１％未満の項目は「その他」としている

29.1

20.5

11.5

6.8

6.5

5.5

4.7

2.4

2.1

2.0

1.9

1.0

4.2

1.7

0 10 20 30 40

永住者

技術・人文知識・国際業務

日本人の配偶者等

家族滞在

特別永住者

留学

定住者

特定技能

永住者の配偶者等

高度専門職

技能実習

経営・管理

その他

無回答

(%)
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（８）日本での在住年数 

・「10 年～20 年未満」が 24.0％で最も高く、「５年～10

年未満」（22.5％）、「20 年～50 年未満」（22.2％）が続

いている。 

 

 

 

 

 

 

（９）大田区での在住年数 

・「５年～10 年未満」が 19.7％で最も高く、「１年～３年

未満」（18.6％）、「10 年～20 年未満」（17.4％）が続い

ている。 

 

 

 

 

 

 

（10）居住地域 

・「蒲田地域」が 35.9％で最も高く、「大森地域」が

33.6％で続いている。 

 

 

 

 

 

大森地域（大森東、大森西、入新井、馬込、池上、新井宿など） 

調布地域（嶺町、田園調布、鵜の木、久が原、雪谷、千束など） 

蒲田地域（六郷、矢口、蒲田西、蒲田東など） 

糀谷・羽田地域（糀谷、羽田など） 

２ ことばについて（問 1～問５） 

（１）わかる言語（複数回答） 

・「日本語」が 68.7％で最も高く、「英語」が 60.5％で続

いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）最も得意な言語 

・「中国語」が 30.1％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※単数回答の設問であるが、グラフの見やすさを考慮して横棒

グラフで表示している。 

  

（n=803）

30.1

12.0

10.1

7.5

5.9

4.0

3.0

2.4

2.2

1.5

1.2

1.2

0.9

0.7

0.6

0.5

0.2

0.2

0.1

1.9

-

13.7

0 10 20 30 40

中国語

日本語

英語

ベトナム語

タガログ語

ハングル

ネパール語

やさしい日本語

タイ語

フランス語

インドネシア語

スペイン語

ポルトガル語

ロシア語

ドイツ語

ベンガル語

ヒンディー語

モンゴル語

ミャンマー語

その他

アラビア語

無回答

(%)

n   

（803） 33.6 19.1 35.9 8.6

2.0

0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大森地域 調布地域 蒲田地域

糀谷・羽田地域 わからない 無回答

n   

（803） 8.5 6.1 18.6 15.2 19.7 17.4 12.1

1.7

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６か月未満 ６か月～１年未満 １年～３年未満

３年～５年未満 ５年～１０年未満 １０年～２０年未満

２０年～５０年未満 ５０年以上 無回答

n   

（803） 3.2

2.6

6.1 14.1 22.5 24.0 22.2 4.5 0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

６か月未満 ６か月～１年未満 １年～３年未満

３年～５年未満 ５年～１０年未満 １０年～２０年未満

２０年～５０年未満 ５０年以上 無回答

（n=803）

68.7

60.5

40.8

26.2

11.0

9.7

9.0

5.1

4.9

4.2

3.9

2.6

2.4

1.6

1.4

1.0

0.9

0.6

0.5

0.5

6.0

0.2

0 20 40 60 80

日本語

英語

中国語

やさしい日本語

タガログ語

ハングル

ベトナム語

ネパール語

ヒンディー語

スペイン語

フランス語

タイ語

インドネシア語

ドイツ語

ポルトガル語

ロシア語

アラビア語

ベンガル語

ミャンマー語

モンゴル語

その他

無回答

(%)
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（３）日本語能力 

・「複雑で難しい日本語でも日本人と同程度にできる」「仕

事や学業に差し支えない程度に日本語はできる」「日常に

困らない程度に日本語はできる」と回答する合計の割合

は、「聞く」および「話す」で 75％を超えており、「読む」

で 69.4％、「書く」で 62.9％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）日本語の勉強の関する状況（複数回答） 

・「来日前に自国で勉強したことがある」が 42.7％で最も

高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）日本語教室が利用しやすくなるために大切な
こと（複数回答） 

・「日本語教室の場所と時間をもっと広く案内する」が

50.9％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）日本語でのコミュニケーション等が難しい際
の対応（複数回答） 

・「辞書やアプリ(通訳・翻訳アプリ）を使って調べる」

が 68.6％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

辞書やアプリ（通訳・翻訳アプリ）を使って調べる

友達や知人に手伝ってもらう

通訳・翻訳サービスを使う

対応をするのをあきらめる

その他 （n=803）

無回答

68.6

42.3

20.2

4.9

7.8

3.7

0 20 40 60 80 (%)

（n=803）

聞く

話す

読む

書く

27.1

24.3

26.9

21.0

29.4

29.1

24.4

24.0

23.2

23.2

18.1

17.9

14.1

16.9

16.6

19.8

2.1 

1.9 

7.0 

9.8 

4.1

4.6

7.1

7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

複雑で難しい内容でも日本人と同程度にできる

仕事や学業に差し支えない程度に日本語はできる

日常に困らない程度に日本語はできる

短い挨拶や簡単なことばであれば、少しできる

できない・ほとんどできない

無回答

日本語教室の場所と時間をもっと広く案内する

無料または低額で利用できる

家の近くで利用できる

休日・祝日・夜間でも利用できる

オンラインで利用できる

中級以上の日本語教室を増やす

日本語支援以外の生活支援を行う

少人数・個人指導をしている

日本文化を紹介する講座を設ける

初級の日本語教室を増やす

子どもを預けたり、子どもと一緒に勉強できる

子ども向けの日本語教室を充実させる （n=803）

その他

わからない

無回答

50.9

42.7

38.9

36.5

32.6

21.2

19.6

18.8

15.8

13.3

13.2

8.1

1.9

9.7

3.9

0 20 40 60 (%)

来日前に自国で勉強
したことがある

大学や専門学校、日本語
学校などで勉強している

テレビ・ラジオ・本などで
勉強している

知り合いに教えてもらっている

民間の日本語教室で
勉強している

ボランティアによる日本語
教室で勉強している

日本の小学校や中学校、
高校で勉強した

子どもの時から自然に習得した

大田区初級日本語教室で
勉強している

夜間中学で勉強している （n=803）

その他

勉強していない

無回答

42.7

27.4

26.9

11.0

9.0

7.1

6.7

6.4

3.9

0.6

8.8

5.7

0.6

0 10 20 30 40 50(%)
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３ 大田区の取組への評価について（問６～問７） 

（１）多文化共生に関するサービスや取組等の認知度
（複数回答） 

・「くらしのガイド（外国語版）」が 14.2％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）①大田区の取組に対する満足度 

・「満足」と「どちらかといえば満足」をあわせた割合で

は、「区内の施設の多言語対応・表示」が 54.2％と唯一

半数を超えている。 

 

 

（２）②大田区の取組に対する必要度 

・「必要」と「どちらかといえば必要」をあわせた割合で

は、ほとんどの項目で半数以上となっており、特に「書

類の形式や手続きの簡素化」で 71.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 日ごろの暮らしについて（問８～問 15） 

（１）居住意向 

・「ずっと住みたい」（44.6％）と「当分は住みたい」

（42.1％）をあわせた割合では、86.7％と高い居住意向

があらわれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

次ページ「（２）大田区に住みたい理由へ」  

n   

（803） 44.6 42.1

1.5

2.5

1.4

6.2 1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住みたい

当分は住みたい

近いうちに帰国したい／帰国する予定だ

できれば大田区外へ引っ越したい

大田区外へ引っ越したい

わからない

無回答

（n=803）

書類の形式や手続きの
簡略化

防災面の対策

日本人と外国人の
交流の機会充実

区内の施設の
多言語対応・表示

通訳配置など医療面
の支援

生活情報の発信・多言語対応
（やさしい日本語を含む）

外国人住民の地域社会
への参加支援

日本人向けの多文化
共生に関する意識啓発

日本語習得支援

住居面での支援

就労・起業支援

生活に困る家庭への
福祉面の支援

子育て・教育面の支援

相談体制の拡充・
通訳配置

外国人が区政に関わる
機会の提供

高齢者や障がい者等への
ケア・介護面の支援

お祈りができる部屋や誰でもトイレ
など多様性に配慮した施設の整備

54.4

51.4

41.0

40.5

45.2

41.2

37.2

39.7

38.4

39.1

40.1

39.9

41.5

33.4

32.5

38.1

30.4

17.1

16.7

22.9

22.8

17.4

21.2

23.7

20.3

20.7

19.3

17.3

17.3

14.4

22.2

20.7

14.8

18.1

3.4

3.1

5.4

5.9

4.9

5.1

5.0

5.1

4.7

6.0

5.7

4.7

4.6

7.0

7.8

4.9

9.2

2.2

2.6

3.6

5.1

5.1

5.0

3.0

3.4

5.7

5.4

5.7

5.5

5.7

5.6

5.7

5.9

8.8

10.6

13.0

14.7

13.9

14.6

14.6

18.2

18.3

17.9

17.7

18.3

19.8

20.8

18.6

20.4

23.2

19.8

12.3

13.2

12.5

11.8

12.8

13.0

13.0

13.2

12.6

12.6

12.8

12.8

13.0

13.3

12.8

13.2

13.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要 どちらかといえば必要

どちらかといえば必要でない 必要でない

わからない 無回答

（n=803）

区内の施設の
多言語対応・表示

防災面の対策

生活情報の発信・多言語対応
（やさしい日本語を含む）

書類の形式や手続きの
簡略化

お祈りができる部屋や誰でもトイレ
など多様性に配慮した施設の整備

相談体制の拡充・
通訳配置

日本語習得支援

子育て・教育面の支援

日本人と外国人の
交流の機会充実

通訳配置など医療面
の支援

日本人向けの多文化
共生に関する意識啓発

住居面での支援

高齢者や障がい者等への
ケア・介護面の支援

外国人住民の地域社会
への参加支援

生活に困る家庭への
福祉面の支援

就労・起業支援

外国人が区政に関わる
機会の提供

25.9

24.7

22.5

20.9

20.5

16.6

15.6

17.9

14.9

15.6

14.6

14.9

17.1

12.2

15.9

14.1

12.5

28.3

23.5

24.2

20.2

15.9

17.3

17.2

14.6

15.7

14.8

15.6

15.1

12.1

15.9

11.7

12.0

11.5

6.0

7.3

6.7

12.5

5.2

6.1

5.9

6.8

8.6

7.6

9.1

8.7

3.0

7.5

5.7

6.1

7.1

3.6

3.5

3.6

10.0

2.4

3.2

3.1

2.7

4.2

6.6

4.4

5.5

2.4

5.1

3.7

3.4

7.1

29.4

31.9

33.6

27.4

46.1

46.6

49.2

47.9

46.9

46.0

46.9

45.8

56.4

49.4

53.7

54.3

52.2

6.8

9.1

9.3

9.1

9.8

10.2

9.1

10.0

9.6

9.5

9.5

10.0

9.1

9.8

9.2

10.2

9.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 どちらかといえば満足 どちらかといえば不満

不満 わからない 無回答

くらしのガイド（外国語版）

多言語相談窓口（おおた国際交流センター内）

おおた国際交流センター（Minto Ota ）の開設

外国人情報紙「Ota City Navigation 」

多言語通訳サービス（タブレットおよび電話）

区提出に必要な書類の翻訳

おおたこども日本語教室

多文化交流会（海外・日本の都市の
魅力や文化紹介）

国際都市おおた協会のホームページやSNS 

外国語講座、マンツーマンレッスン等の
語学学習支援

区施設への通訳者の派遣 （n=803）

国際交流ボランティアや災害時外国人
支援ボランティアの募集

国際都市おおた大使（来～る大田区大使）
の活動

国際交流団体向けの会議室の貸出

知らない

無回答

14.2

10.1

9.3

7.1

5.9

5.7

5.0

4.1

4.0

3.7

2.6

2.5

2.1

1.1

61.5

3.6

0 20 40 60 80 (%)
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（２）大田区に住みたい理由（複数回答） 

・「仕事、通勤に都合が良いから」が 54.6％で最も高く、

「住環境が良いから」が 43.1％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）現在住んでいるまちの暮らしやすさ 

・「とても暮らしやすいと感じている」（26.8％）と「暮

らしやすいと感じている」（58.2％）をあわせた割合で

は、85.0％の外国人に暮らしやすいと評価されている。 

 

 

 

 

 

（４）不便を感じていることや困っていること 
（複数回答） 

・「税金・保険の仕組みが分かりにくいこと」（31.0％）、

「物価が高いこと」（30.5％）が僅差で上位にあげられ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）住まいに関して困ったこと（複数回答） 

・「外国人であることを理由に入居を断られた」が 32.3％

で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n   

（803） 26.8 58.2 5.6

1.5

6.4 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても暮らしやすいと感じている 暮らしやすいと感じている

あまり暮らしやすいと感じない 暮らしにくいと感じている

どちらともいえない 無回答

（n=696）

54.6

43.1

22.7

14.5

12.4

11.9

11.2

8.8

8.5

6.0

2.9

2.6

7.3

1.0

0 20 40 60

仕事、通勤に都合が良いから

住環境が良いから

土地、建物を持っているから

都心よりも家賃が安いから

子どもの教育のため

医療・福祉環境が良いから

防災上安心だから

配偶者の出身地だから

同国人が多いから

母国の料理店が多いから

出身地だから

宗教施設があるから

その他

わからない

(%)

税金・保険の仕組みが
分かりにくいこと

物価が高いこと

日本語（読み書きなど）について

日本語のお知らせや郵便物が
わかりにくいこと

相談できる人や仲の良い人が少ないこと

生活上の相談をどこに問い合わせれば
よいかわからないこと

母国語で利用できるサービスが少ないこと

日本人・他の国籍の人とのコミュニケーション
について

在留資格やビザに関すること

趣味・娯楽のこと

欲しいものが売っている場所が
わからないこと

風習や習慣、食事の違いがあること （n=803）

その他

特にない

無回答

31.0

30.5

20.8

17.4

16.7

15.1

14.1

13.1

13.0

9.8

5.1

4.6

3.9

23.0

1.5

0 10 20 30 40(%)

外国人であることを理由に入居を断られた

家賃や契約にかかるお金が高かった

保証人や緊急連絡先がなかなか
見つからなかった

ことばや文化の違いで、近隣住民との
付き合い方がわからない

多言語で契約手続きや住居について
相談できる業者や窓口がなかった

日常生活のルールがよくわからない

住まいや住まい周辺の環境が良くない （n=803）

その他

特にない

無回答

32.3

26.8

19.4

11.0

10.2

6.4

3.1

2.2

39.5

2.7

0 10 20 30 40 50
(%)
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（６）病院を利用する際に困ったこと（複数回答） 

・困ったことでは、「症状や治療方法などについて病院で

のコミュニケーションがうまく取れない」が 26.5％で

最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）子どもの有無（複数回答） 

・「子どもはいない」が 49.1％で最も高い。いる人では、

「小学校に通う年齢未満（６歳未満）の子どもがいる」

が 14.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）子ども又は回答者自身が幼稚園・保育園で 
困ったこと（複数回答） 

・子どもの有無について、「小学校に通う年齢未満（６歳未

満）の子どもがいる」と回答した人に、子ども又は回答者

自身が幼稚園・保育園で困ったことを聞いたところ、「大

田区の幼稚園・保育園の制度や入園スケジュールがわか

らない」が 21.6％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（９）子ども又は回答者自身が学校で困ったこと 

（複数回答） 

・子どもの有無について、「小学校に通う年齢（６歳～12

歳）の子どもがいる」、「中学校に通う年齢（13 歳～15

歳）の子どもがいる」、「高校に通う年齢（16 歳～18

歳）の子どもがいる」と回答した人に、子ども又は回答

者自身が学校で困ったことを聞いたところ、「日本の学

校制度（PTA 活動、入試等も含む）がわからない」が

27.7％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

日本の学校制度（PTA 活動、
入試等も含む）がわからない

先生や他の保護者との
コミュニケーションができない

学校からの連絡内容がわからない

卒業後の進路をどうしていいか
わからない

学校での学習や生活について
相談できる人がいない

教育にかかる費用の支払いに困った

子どもが、日本語で友達や先生と
話すのが難しい

子どもが日本語での授業が
わからない、難しい

母国の文化・生活習慣、宗教や
性などを理解してもらえない

子どもが学校で友達ができない （n=155）

その他

特にない

無回答

27.7

12.9

12.3

11.6

10.3

7.7

7.1

5.8

5.2

5.2

2.6

35.5

19.4

0 10 20 30 40 (%)

小学校に通う年齢未満（6 歳未満）の
子どもがいる

小学校に通う年齢（6 歳～12歳）の
子どもがいる

子どもはいるが母国または外国にて
別居している

高校に通う年齢（16歳～18歳）の
子どもがいる （n=803）

中学校に通う年齢（13歳～15歳）の
子どもがいる

子どもはいない

無回答

14.4

12.3

12.0

5.0

4.9

49.1

8.7

0 10 20 30 40 50 (%)

大田区の幼稚園・保育園の制度や
入園スケジュールがわからない

幼稚園・保育園からの連絡内容が
わからない

先生や他の保護者との
コミュニケーションができない

子どもの発達やことばの学習に
ついて相談できる人がいない

子どもが、日本語で友達や先生と
話すのが難しい

子どもを預ける幼稚園・保育園が
見つからない

幼稚園・保育園にかかる費用の
支払いに困った

子どもが幼稚園・保育園で
ともだちができない

母国の文化・生活習慣・宗教を
理解してもらえない

（n=116）

その他

特にない

21.6

19.0

14.7

13.8

11.2

7.8

6.0

5.2

2.6

9.5

44.8

0 10 20 30 40 50 (%)

症状や治療方法などについて病院での
コミュニケーションがうまく取れない

どこの病院に行けばいいのかわからない

母国語で利用できる病院がわからない

医療について相談先がわからない

保険制度などに関する情報が少ない

病院での手続きがわかりにくい

医療費の支払いに困った （n=803）

その他

特にない

無回答

26.5

22.9

19.8

17.1

11.5

10.6

2.6

4.5

46.3

1.7

0 10 20 30 40 50(%)
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（10）新型コロナウイルス感染拡大での困りごと 
（複数回答） 

・「帰国が出来ない」が 40.2％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）就労の際の困りごと（複数回答） 

・「賃金が安い」が 14.8％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 防災について（問 16～問 20） 

（１）日本における災害の認知度 

・「知っている」は 87.7％、「知らない」は 10.3％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

（２）地域の避難先の認知度 

・「知っている」は 62.5％、「知らない」は 36.2％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

（３）防災訓練への参加 

・「参加したことがある」は 9.2％となっている。「知って

いるが、参加したことがない」は 33.4％、「知らない」

は 55.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）災害が起きた時に心配なこと（複数回答） 

・「家族の無事」が 61.9％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n   

（803） 9.2 33.4 55.5 1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

参加したことがある 知っているが、参加したことがない

知らない 無回答

n   

（803） 62.5 36.2 1.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

n   

（803） 87.7 10.3 2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 知らない 無回答

賃金が安い

日本語でのコミュニケーションが
うまくとれない

求人が少ない

日本語能力が低いため、
働くことを断られる

正社員など、安定した立場で働けない

労働時間が長い

仕事を探す方法が分からない

外国人だから、働くことを断られる

就労をする上でのルールや社会保険
などの制度がよくわからない

子育てや介護をしながら働くことが難しい

文化の違いのために職場でコミュニケー
ションがうまくとれないがうまくとれない

母国語で就労の相談や支援が
受けられない

休暇が取りにくい

就労を希望していない （n=803）

その他

特にない

無回答

14.8

11.3

10.8

8.3

8.0

7.6

7.2

6.8

6.8

6.2

5.6

5.6

5.5

2.0

3.0

46.3

3.5

0 10 20 30 40 50 (%)

帰国が出来ない

自分または世帯の収入が減った

もらったお知らせや書類を日本語で
読んだり書いたりすることが難しい

得意なことばで受診できる
病院がわからない

情報や相談先がわからない

ワクチンの予約方法や給付金の
申請方法がわからない

自分または同じ世帯の家族が
仕事を失った

強い不安やうつなど心の病気になった

外国人に対する偏見を持っている人の
言動でいやな思いをした

子ども、家族の面倒や介護により
働けなくなった

（n=803）

その他

特にない

無回答

40.2

26.5

9.6

9.5

8.8

7.2

6.1

6.1

5.7

1.2

3.5

32.1

2.9

0 10 20 30 40 50 (%)

家族の無事

避難場所がわからない

どこに相談すればいいかわからない

何を備えればいいかわからない

得意な言語で情報を得られるかが不安

地震を体験したことがないので恐怖心がある

日本人との協力関係に不安がある

言葉が通じないので自分の要求を伝えられない

その他 （n=803）

特にない

無回答

61.9

29.8

19.8

19.2

16.3

14.7

13.9

13.1

2.1

11.8

1.1

0 10 20 30 40 50 60 70 (%)
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（５）防災ポータルサイトの認知度 

・「区の防災ポータルサイトを知っていて、利用している」

は 6.5％で、「区の防災ポータルサイトを知っているが、

利用していない」（13.8％）をあわせた認知度は 20.3％と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）区民安全・安心メールについて 

・「区民安全・安心メールを知っていて、利用している」は

7.2％で、「区民安全・安心メールを知っているが、利用し

ていない」（9.8％）をあわせた認知度は 17.0％となって

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 情報提供・相談体制について（問 21～問 24） 

（１）生活で困った時の相談先（複数回答） 

・「知人・友人（同じ国の人や同じことばが分かる人）が

52.6％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）情報収集にあたって利用している手段 

・「（日本人の）友人や知人に聞く」、「（同じ国籍や同じこと

ばが分かる）友達や友人に聞く」が半数近く利用されて

いる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n=803）

（日本人の）友人や知人に聞く

（同じ国籍や同じことばが分かる）
友達や知人に聞く

多様な言語で書かれた公園などに設置
されているルールや規則の看板・案内板

「おおた区報」

スーパーマーケット、コンビニエンスストア、
飲食店等での情報提供

多様な言語による区のホームページ

SNS（Youtube 等の動画サイトを含む）
での多様な言語による情報配信

区で受けられるサービスの一覧と手続きの
仕方を多様な言語で簡易に書いたもの

多様な言語によるラジオ・
ケーブルテレビ放送

多様な言語でのメールの配信

多言語相談窓口で聞く

多言語情報紙「Ota City
Navigation」（年8回発行）

その他

49.8

48.6

34.5

27.9

25.8

22.5

21.9

16.1

14.7

9.6

7.6

5.9

3.5

36.6

38.0

49.3

60.8

58.3

61.9

62.9

67.2

70.7

73.8

76.1

78.3

34.0

13.6

13.4

16.2

11.3

15.9

15.6

15.2

16.7

14.6

16.6

16.3

15.8

62.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用している 利用していない 無回答

n   

（803）7.2 9.8 75.6 7.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区民安全・安心メールを知っていて、利用している

区民安全・安心メールを知っているが、利用していない

区民安全・安心メールを知らない

無回答

n   

（803）6.5 13.8 73.7 6.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

区の防災ポータルサイトを知っていて、利用している

区の防災ポータルサイトを知っているが、利用していない

区の防災ポータルサイトを知らない

無回答

知人・友人（同じ国の人や
同じことばが分かる人）

家族・親戚

知人・友人（日本人）

会社の同僚

区役所

大使館・領事館

近くに住んでいる人

多言語相談窓口

民族団体・同国人の組織

外国人を支援する団体

保育園や学校の先生

教会・寺院など宗教施設

東京都の外国人相談窓口

その他 （n=803）

誰にも相談しない

相談する相手がいない

無回答

52.6

45.6

39.0

28.0

24.4

6.2

5.1

3.9

2.6

2.4

2.4

2.0

2.0

2.4

3.9

2.1

1.9

0 20 40 60(%)
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（３）行政サービス等の周知手段の希望（複数回答） 

・「多様な言語による区のホームページ」（29.4％）、「区で

受けられるサービスの一覧と手続きの仕方を多様な言語

で簡単に書いたもの」（29.1％）が僅差で上位にあげられ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）生活していく上で必要な情報（複数回答） 

・「生活情報」、「防災や地震についての情報」（ともに

55.9％）、「税金・年金に関する情報」（55.5％）が上位に

あげられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）最も使うＳＮＳ（単数回答） 

・「Facebook」が 16.4％で最も多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 地域での交流について（問 25～問 32） 

（１）自治会・町会への加入状況 

・「入っている」は 16.3％、「入っていない」は 46.6％と

なっているが、「自治会・町会を知らない」も 33.3％と

比較的高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）近くに住む日本人との付き合い 

・「あいさつをする程度」が 53.8％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n   

（803） 16.3 46.6 33.3 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

入っている 入っていない 自治会・町会を知らない 無回答

n   

（803） 53.8 8.5
2.5

6.8

2.0 0.7 0.9

17.8 7.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

あいさつをする程度

日常生活のことを話している

何か困ったときに助け合っている

友人として付き合っている

家族同様に親しく付き合っている

イベント等で知り合うが、その後の付き合いはない

その他

まったく付き合いがない

無回答

多様な言語による区のホームページ

区で受けられるサービスの一覧と手続きの
仕方を多様な言語で簡単に書いたもの

「おおた区報」

多言語情報紙「Ota City Navigation 」
（年8回発行）

多様な言語でのメールの配信

多言語相談窓口で聞く

多様な言語で書かれた公園などに設置
されているルールや規則の  看板・案内板

SNS （Youtube 等の動画サイトを含む）での
多様な言語による情報発信

スーパーマーケットや  コンビニエンスストア、
飲食店等での情報提供

（同じ国籍や同じことばが分かる）
友達や知人に聞く

（日本人の）友人や知人に聞く

多様な言語によるラジオ・ケーブルテレビ放送

その他 （n=803）

無回答

29.4

29.1

26.8

25.8

24.3

24.2

23.8

23.8

23.0

22.9

22.7

19.6

3.1

45.8

0 10 20 30 40 50(%)

Facebook

LINE

Wechat( 微信) 

Youtube

Twitter 

Instagram 

Weibo(微博)

What's up

Tik Tok （n=803）

その他

あまり使わない・
使わない

無回答

16.4

13.7

11.1

8.0

6.4

3.6

1.2

1.2

0.7

1.6

10.1

25.9

0 10 20 30
(%)

生活情報

防災や地震についての情報

税金・年金に関する情報

医療や健康保険に関する情報

日本語学習や外国人支援に
関する情報

お祭り・スポーツ大会などの
住民と交流できるイベント情報

住まいに関する情報

福祉や介護に関する情報

区立施設の案内

子育て・教育に関するの情報

新型コロナウイルスに関する情報

就職や企業に関する情報

区のサークルやボランティア活動の
紹介

区内の観光に関する情報

その他

特にない （n=803）

無回答

55.9

55.9

55.5

50.8

40.8

38.6

36.0

32.0

31.3

29.1

28.9

26.5

26.3

24.9

1.1

8.5

3.0

0 20 40 60(%)
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（３）地域に日本人の知り合いがほしいか 

・「もっと増やしたい」が 53.4％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）地域社会の一員として日本人に望むこと 

・「ステレオタイプや偏見、差別をなくしてほしい」が

34.7％で最も高く、「外国人としてではなく、日本人と同

じように接してほしい」が 33.1％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）大田区では、日本人と外国人が互いに認め合
い、暮らしていると思うか 

・「とても思う」（37.0％）と「どちらかといえばそう思

う」（42.8％）をあわせた 79.8％の外国人は、日本人と

互いに認め合い、暮らしていると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）直近１年間の地域活動への参加状況 

・「頻繁に参加した」（2.2％）と「たまに参加した」（15.2％）

をあわせた参加経験者は 17.4％となっている。一方、「参

加していない」は 56.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（７）今後の参加意向 

・「ぜひ参加したい」（12.8％）と「機会があれば参加した

い」（57.7％）をあわせた参加意向のある外国人は 70.5％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

（８）地域の中で活動してみたいこと（複数回答） 

・「国際交流・異文化交流に関する活動に取り組みたい」が

34.0％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

n   

（803） 12.8 57.7 8.5 17.3 3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ参加したい 機会があれば参加したい

参加したくない 分からない

無回答

n   

（803） 37.0 42.8 12.5

3.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえば思わない まったく思わない

無回答

n   

（803） 53.4 33.6 8.6 4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと増やしたい 今の知り合いだけで十分 いらない 無回答
参加する時間がない

参加の仕方がわからない

活動に関する情報が少ない

言葉が通じない

活動に誘われない

同じ年代などの関わりやすい人が
少ない

会費や参加費など、金銭面の
負担が大きい

活動の内容に興味がない

体力的・身体的に参加が難しい （n=803）

その他

無回答

40.3

36.0

32.4

25.4

24.5

13.6

9.8

6.7

6.5

3.9

5.1

0 10 20 30 40 50 (%)

n   

（803） 2.2 15.2 56.4 21.7 4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

頻繁に参加した たまに参加した

参加していない コロナ禍で参加できなかった

無回答

国際交流・異文化交流に関する
活動に取り組みたい

翻訳や通訳で地域に役立ちたい

地域の外国人を支援する活動に
取り組みたい

母国語を日本人に教えたい

外国人の区内観光案内に関する
活動に取り組みたい

地域の防災・防犯活動や
ボランティア活動に取り組みたい

子育て支援や子どもへの教育に
関する活動に取り組みたい

イベントなどを企画・運営する
活動に取り組みたい

区の魅力を対外的に発信する
活動に取り組みたい

町会やPTA の活動を日本人と
一緒にしたい

（n=803）

その他

活動したくない

無回答

34.0

27.1

24.9

24.3

22.7

16.3

14.4

11.5

10.3

9.1

4.4

23.0

4.4

0 10 20 30 40 (%)

ステレオタイプや偏見、差別をなくしてほしい

外国人としてではなく、日本人と同じように
接してほしい

あいさつなど親しく声をかけてほしい

わかりやすい日本語で話してほしい

自分たちの文化や習慣などを理解してほしい

日本語や日本文化をわかりやすく
紹介してほしい

生活ルールをわかりやすく伝えてほしい

地域の行事やイベントなどに誘ってほしい

町会や地域のことを教えてほしい

自分たちのことばを理解できるように
努めてほしい

その他 （n=803）

特にない

無回答

34.7

33.1

28.8

22.3

20.3

19.4

18.4

18.4

10.2

9.0

1.9

21.8

3.0

0 20 40 60
(%)
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（９）地域活動に参加する上での困りごと（複数回答） 

・「参加する時間がない」が 40.3％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本人区民調査の結果 

１．回答者の属性（F1～F10） 

（１）年齢 

・「70 歳以上」が 24.7％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

（２）住居 

・「（持ち家）一戸建て」が 40.0％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）職業 

・「会社勤務（一般正社員）」が 34.2％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）居住年数 

・「30 年以上」の長期居住者が 47.5％で最も高い。 

 

 

 

 

 

n   

（558） 40.0 25.1 2.5 27.2

1.8
0.5

1.4
0.2

0.5

0.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

（持ち家）一戸建て （持ち家）集合住宅

（借家）一戸建て （借家）集合住宅

（借家）公営住宅 （借家）社宅

（その他）間借り・住み込み・寮 （その他）シェアハウス

その他 無回答

参加する時間がない

参加の仕方がわからない

活動に関する情報が少ない

言葉が通じない

活動に誘われない

同じ年代などの関わりやすい人が
少ない

会費や参加費など、金銭面の
負担が大きい

活動の内容に興味がない

体力的・身体的に参加が難しい （n=803）

その他

無回答

40.3

36.0

32.4

25.4

24.5

13.6

9.8

6.7

6.5

3.9

5.1

0 10 20 30 40 50 (%)

n   

（558）3.0

4.7

4.7 10.6 14.9 14.5 47.5 0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１年未満 １～３年未満 ３～５年未満 ５～10年未満

10～20年未満 20～30年未満 30年以上 無回答

n   

（558） 7.5

2.0

34.2 6.8 11.1 14.9 2.3 19.4

1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自営業者・経営者 会社勤務（役員）

会社勤務（一般正社員） 契約・嘱託・派遣社員

パート・アルバイト 専業主婦・主夫

学生 無職

n   

（558）

0.7

9.0 13.6 15.2 19.4 16.8 24.7 0.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

18歳～19歳 20歳～29歳 30歳～39歳

40歳～49歳 50歳～59歳 60歳～69歳

70歳以上 無回答
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（５）自治会・町会の加入状況 

・「加入している」が 64.2％となっている。 

 

 

 

 

 

 

（６）居住地域 

・「大森地域」が 33.7％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

大森地域（大森東、大森西、入新井、馬込、池上、新井宿など） 

調布地域（嶺町、田園調布、鵜の木、久が原、雪谷、千束など） 

蒲田地域（六郷、矢口、蒲田西、蒲田東など） 

糀谷・羽田地域（糀谷、羽田など） 

 

（７）同居者（複数回答） 

・「配偶者・パートナー」が 63.1％で最も高く、「子ども」

が 39.1％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）外国人や外国にルーツを持つ家族や親戚の有無 

・「いる（離死別含む）」が 10.9％、「いない」が 87.6％と

なっている。 

 

 

 

 

 

（９）定住意向 

・「ずっと住み続けたい」（42.8％）と「当分は住み続けた

い」（40.7％）をあわせた割合では、83.5％と高い定住意

向がみられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９－１）これからも大田区に住みたい理由 

（複数回答） 

・「土地、建物を持っているから」が 46.8％で最も高く、

「仕事、通勤に都合が良いから」が 45.5％で続いている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（10）現在住んでいるまちの暮らしやすさ 

・「とても暮らしやすいと感じている」（20.8％）と「暮ら

しやすいと感じている」（62.9％）をあわせた割合では、

83.7％の日本人に暮らしやすいと評価されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n   

（558） 64.2 24.0 10.9 0.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

加入している 加入していない

自治会・町会を知らない 無回答

n   

（558） 20.8 62.9 6.1

1.3

5.0 3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても暮らしやすいと感じている 暮らしやすいと感じている

あまり暮らしやすいと感じない 暮らしにくいと感じている

どちらともいえない 無回答

n   

（558） 42.8 40.7
2.7

2.2
9.5 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ずっと住み続けたい 当分は住み続けたい

できれば大田区外へ移りたい 大田区外へ移りたい

わからない 無回答

n   

（558） 10.9 87.6 1.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

いる（離死別含む） いない 無回答

n   

（558） 33.7 28.1 28.7 8.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大森地域 調布地域 蒲田地域

糀谷・羽田地域 わからない

（n=466）

46.8

45.5

39.9

24.5

17.0

8.2

6.4

5.4

4.7

5.6

0.4

0.2

0 20 40 60

土地、建物を持っているから

仕事、通勤に都合が良いから

住環境が良いから

出身地だから

医療・福祉環境が良いから

配偶者の出身地だから

防災上安心だから

都心よりも家賃が安いから

子どもの教育のため

その他

わからない

無回答

(%)

（n=558）

63.1

39.1

10.2

6.1

1.6

0.4

3.6

17.9

1.8

0 20 40 60 80

配偶者・パートナー

子ども

自分または配偶者・

パートナーの親

兄弟姉妹

親戚

友人・知人

その他

いない

無回答

(%)
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２．外国人区民との関わりなどについて 
（問１～問 7） 

（１－①）外国人との関わりの状況 

・「頻繁にある」と「たまにある」をあわせた割合では、「コ

ンビニや飲食店でサービスを受ける」が 75.0％で最も高

く、「外国人観光客を見かける」（63.1％）、「工事現場や工

場で見かける」（55.9％）も半数を超えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１－②）４年前との比較（前回プラン策定時） 

・「増えている」は「コンビニや飲食店でサービスを受ける」

が 33.7％、「工事現場や工場でみかける」が 24.2％、「外

国人観光客を見かける」が 19.0％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２－①）直近１年間の地域活動への参加状況 

・「頻繁に参加した」（2.5％）と「たまに参加した」（11.8％）

をあわせた割合では、14.3％の参加率となっている。 

 

  

 

 

 

 

 

（２－②）地域活動への今後の参加意向 

・「ぜひ参加したい」（6.5％）と「機会があれば参加したい」

（39.6％）をあわせた割合では、46.1％の参加意向がみら

れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２－１）地域活動での希望する参加形式 

・「参加者として参加したい（対面）」が 79.0％で最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n   

（257） 10.5 79.0 5.4
3.5

1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

企画や運営側として参加したい

参加者として参加したい（対面）

参加者として参加したい（オンライン）

その他

無回答

n   

（558） 6.5 39.6 21.7 26.5 5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

ぜひ参加したい 機会があれば参加したい

参加したくない わからない

無回答

（n=558）

コンビニや飲食店で
サービスを受ける

工事現場や工場で見かける

外国人観光客を見かける

外国人に対して
サービスを提供する

一緒に仕事をする

医療や介護現場で
サービスを受ける

子どもの友達やその親に
外国人がおり、付き合う場面があ

友だち付き合いをしている

隣近所の付き合いがある

一緒に学ぶ

地域活動等で一緒に
活動している

その他

33.7

24.2

19.0

7.9

7.7

5.2

3.8

2.3

2.3

2.2

2.2

1.8

32.6

37.3

31.5

44.8

47.1

46.6

47.0

50.4

48.0

48.2

47.5

7.7

3.4

3.0

15.8

2.7

3.6

1.3

3.2

3.2

2.9

2.7

2.0

0.5

19.9

25.3

23.7

33.9

31.9

36.4

35.7

33.7

35.3

36.2

36.6

14.3

10.4

10.2

10.0

10.8

9.7

10.6

10.4

10.4

11.5

10.8

11.8

75.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えている 変わらない 減っている

わからない 無回答

（n=558）

コンビニや飲食店で
サービスを受ける

外国人観光客を見かける

工事現場や工場で見かける

一緒に仕事をする

外国人に対して
サービスを提供する

子どもの友達やその親に
外国人がおり、付き合う場面がある

友だち付き合いをしている

隣近所の付き合いがある

医療や介護現場で
サービスを受ける

一緒に学ぶ

地域活動等で一緒に
活動している

その他

25.4

20.3

19.2

8.8

3.9

2.0

2.5

1.4

1.4

2.3

0.4

1.6

49.6

42.8

36.7

12.2

11.5

11.6

9.1

7.3

6.6

4.8

3.2

0.9

18.6

30.6

37.5

73.1

77.8

79.6

81.7

84.6

85.3

85.7

89.6

17.4

6.3

6.3

6.6

5.9

6.8

6.8

6.6

6.6

6.6

7.2

6.8

80.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%0% 20% 40% 60% 80% 100%

頻繁にある たまにある ほとんどない

無回答

n   

（558） 2.5 11.8 62.4 21.5 1.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

頻繁に参加した たまに参加した

参加していない コロナ禍で参加できなかった

無回答
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（３）外国人が地域に増えることによるメリット
（複数回答） 

・「外国のことに関心を持つようになる」（39.6％）、「外国

の言葉・文化等を知る機会が増える」（39.2％）が僅差で

上位にあげられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）外国人が地域に増えることで、心配や不安に
感じること（複数回答） 

・「お互いの文化や慣習を知らずにトラブルが起きてしま

うこと」が 61.1％で最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）地域に外国人の知り合いがほしいか 

・「もっと増やしたい」が 27.8％、「今の知り合いで十分」

が 35.5％、「いらない」が 34.1％となっている。 

 

 

 

 

 

 

（６）区内で暮らす外国人の増加傾向が継続する 
ことについて 

・「増えていく方がよい」（9.7％）と「増えていくことを受

け止める」（68.8％）をあわせた割合では、78.5％の日本

人が増加傾向の継続に理解がある。 

 

 

 

 

 

 

（７）今後、地域で外国人が活躍することは必要か 

・「必要だと思う」（26.3％）と「どちらかといえば必要だ

と思う」（50.0％）をあわせた割合では、76.3％の日本人

が必要だと思っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．多文化共生のまちづくりについて 
〔問８～問 15〕 

（１）多文化共生という言葉の認知度 

・「知っている」（29.6％）と「聞いたことはあるが、内容

は知らない」（33.0％）をあわせた認知度は 62.6％となっ

ている。 

 

 

 

 

n   

（558） 29.6 33.0 35.8 1.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている

聞いたことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

n   

（558） 9.7 68.8 19.5 2.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

増えていく方がよい 増えていくことを受け止める

増えないでほしい 無回答

n   

（558） 26.3 50.0 13.3 7.9 2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要だと思う

どちらかといえば必要だと思う

どちらかといえば必要ではないと思う

必要ではないと思う

無回答

n   

（558） 27.8 35.5 34.1 2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

もっと増やしたい 今の知り合いで十分 いらない

無回答

お互いの文化や慣習を知らずに
トラブルが起きてしまうこと

犯罪や不法滞在者が増えるかも
しれないこと

言葉が通じず、コミュニケーションが
取れないこと

外国人同士が一箇所に固まり、
集住すること

緊急時、災害時のコミュニケーションや
支援体制に不安を感じる

具体的な心配事はないが、漠然とした
不安がある

外国人向け施設やインフラが必要に
なるなど社会的負担が増えること

その他 （n=558）

不安に感じることはほとんどない

無回答

61.1

54.1

40.7

39.8

30.8

19.4

10.8

2.0

7.0

2.3

0 20 40 60 80 (%)

外国のことに関心を持つようになる

外国の言葉・文化等を知る機会が増える

消費者や納税者が増えて、地域経済の
発展につながる

地域で外国人と交流できる機会が増える

人口が増えて、活気が出る

新しいアイデアや文化、ビジネスチャンスが
生まれる

外国語を話し、複数の文化を理解するなど
高度な知識や技術を持つ人材が増える

地域内の多様性が広がり、
誰もが住みやすいまちになる

地域の祭り等のコミュニティ活動が
維持できる

その他 （n=558）

期待できることはほとんどない

無回答

39.6

39.2

35.1

29.6

28.0

23.1

21.7

19.9

9.7

2.0

16.1

3.2

0 20 40 60(%)
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（２）大田区では、日本人と外国人が互いに認め
合い、暮らしていると思うか 

・「とても思う」（3.8％）と「どちらかといえばそう思う」

（52.9％）をあわせた 56.7％の日本人が、外国人と互い

に認め合い、暮らしていると考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）多文化共生社会実現のために現在して 
いること／今後したいこと（複数回答） 

・現在していることでは、「挨拶や言葉を交わす」が 33.5％

で最も高い。 

・今後したいことでも「挨拶や言葉を交わす」が 38.7％で

最も高い。 

・今後したいことでは、現在していることをすべて上回っ

ており、特に「国際交流イベントに参加する」は 21.7 ポ

イント上回り、「外国語や外国の文化を学ぶ」、「国際交流

ボランティアとして支援に関わる」、「地域でのイベント

に外国人を誘う」、「国際交流や多文化共生に関わる講座

やセミナーに参加する」、「通訳や日本語教師として活動

する」も 10 ポイント以上上回っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※項目の並びは“現在していること”基準 

 

（４）外国人に期待すること（複数回答） 

・「日本の文化や習慣などを理解してほしい」が 71.5％で

最も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５）多文化共生に関するサービスや取組等の 
認知度（複数回答） 

・「くらしのガイド（外国語版）」が 13.8％で最も高い。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしのガイド（外国語版）

おおた国際交流センター
（Minto Ota ）の開設

多言語相談窓口
（おおた国際交流センター内）

外国人情報紙
「Ota City Navigation」

多文化交流会（海外・日本の
都市の魅力や文化紹介）

多言語通訳サービス
（タブレットおよび電話）

区提出に必要な書類の翻訳

国際交流ボランティアや災害時
外国人支援ボランティアの募集

おおたこども日本語教室

区施設への通訳者の派遣

外国語講座、マンツーマン
レッスン等の語学学習支援

国際都市おおた協会の
ホームページやSNS

（n=558）

国際都市おおた大使
（来～る大田区大使）の活動

国際交流団体向けの
会議室の貸出

知らない

無回答

13.8

9.9

5.4

4.8

4.5

4.3

3.8

3.0

2.5

2.3

2.3

2.2

2.2

0.9

67.0

7.2

0 20 40 60 80 (%)

日本の文化や習慣などを
理解してほしい

ごみの出し方のルールを守ってほしい

早朝や深夜の騒音に気を付けてほしい

日本語を理解できるように努めてほしい

大田区に愛着を持ってほしい

文化や産業の発展に協力してほしい

外国語や外国文化を紹介してほしい

災害時の支援等に積極的に
参加してほしい

同国人とのコミュニティと地域を
つなげてほしい

地域の行事やイベントに参加してほしい

町会・地域での役割を担ってほしい （n=558）

ボランティアとして関わってほしい

その他

特にない

無回答

71.5

56.1

46.8

38.4

21.5

18.5

18.1

17.0

16.1

10.2

9.1

6.8

1.6

5.9

3.0

0 20 40 60 80 (%)

（n=558）

挨拶や言葉を交わす

新聞やニュース、SNS などで外国や
多文化共生に関わる話題に触れる

使用することばや文化配慮などコミュニ
ケーションの仕方に気を付けている

外国語や外国の文化を学ぶ

国際交流イベントに参加する

国際交流ボランティアとして支援に
関わる

地域でのイベントに外国人を誘う

国際交流や多文化共生に関わる
講座やセミナーに参加する

通訳や日本語教師として活動する

その他

やっていることはない
／やりたいことはない

無回答

33.5

23.1

16.5

15.4

2.5

2.2

1.8

1.6

1.1

1.3

34.4

13.4

38.7

28.7

26.2

31.4

24.2

17.4

17.7

15.2

13.8

1.4

22.2

11.5

0 10 20 30 40 50 (%)

現在していること

今後したいこと

n   

（558）3.8 52.9 32.3 7.7 3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえば思わない まったく思わない

無回答
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（６）大田区の施策に対する必要度 

・「防災面の対策」、「区内の施設の多言語対応・表示」、「外

国人区民の生活マナー啓発の実施」では「必要」が４割

台と強い要望がみられる。「必要」と「どちらかといえば

必要」をあわせた割合では、すべての項目で５割から７

割台となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）「国際都市おおた」への期待 

・「大いに期待する」と「どちらかといえば期待する」をあ

わせた割合では、「日本人も外国人もともに、地域の一員

として尊重されるまち」が 70.7％となっており、「世界が

身近に感じられるまち」や「国際的な都市」も半数以上と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）「やさしい日本語」の認知度 

 

 

・「知っていて、使ったことがある」は 5.0％で、「知ってい

るが、使ったことはない」（8.6％）をあわせた認知度は

13.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

n   

（558）5.0 8.6 14.9 68.6 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っていて、使ったことがある

知っているが、使ったことはない

聞いたことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

（n=558）

日本人も外国人もともに、地域の
一員として尊重されるまち

地域での草の根の国際
交流が進み、世界が身近に

感じられるまち

様々な国の人々が交流し、
新たな文化やビジネスを

世界に発信する国際的な都市

29.7

19.2

20.8

41.0

38.5

36.0

16.7

24.4

26.0

5.0

7.7

7.2

4.3

6.3

6.1

3.2

3.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

大いに期待する どちらかといえば期待する

どちらともいえない どちらかといえば期待しない

まったく期待しない 無回答

（n=558）

区内の施設の多言語対応・
表示

防災面の対策

日本語習得支援

外国人区民の生活マナー
啓発の実施

生活情報の発信・多言語対応

子育て・教育面の支援

職員の外国人対応力の強化

医療面の支援

相談体制の拡充・通訳配置

外国人区民への偏見や差別防止
のための人権課題対策

就労・起業支援

介護や福祉に関わる支援

外国人受け入れを行う事業者向けの
多文化共生に関わる意識啓発・研修

宗教や性など多様性を配慮した
行政体制の充実

日本人向けの多文化共生に
関する意識啓発

外国人区民の居住に関わる
支援

日本人と外国人の交流の
機会充実

外国人観光客への受入体制
の強化

外国人区民の地域社会への
参加支援

42.3

44.1

39.4

41.0

35.7

36.6

33.2

36.6

33.7

31.5

31.2

28.9

23.8

29.6

19.5

21.0

16.7

20.4

15.1

36.2

33.9

38.0

36.0

39.2

38.0

40.5

36.9

39.4

35.5

35.7

37.3

40.1

33.5

40.0

36.9

40.3

33.5

37.5

5.2

5.2

6.5

5.7

5.4

6.5

7.0

8.2

5.7

8.4

10.8

11.3

11.6

9.9

13.8

14.0

17.0

19.2

20.1

4.5

2.3

2.7

2.9

3.4

3.4

3.8

4.3

2.9

4.8

4.3

5.0

4.7

5.7

6.8

6.3

5.6

6.8

5.0

6.5

7.3

7.5

7.5

9.3

9.0

8.6

7.7

10.4

12.0

10.6

10.0

11.8

13.8

12.0

13.6

12.0

12.2

13.8

5.4

7.2

5.9

6.8

7.0

6.6

7.0

6.3

7.9

7.7

7.5

7.5

7.9

7.5

7.9

8.2

8.4

7.9

8.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要 どちらかといえば必要 あまり必要ではない

必要ではない わからない 無回答

※大田区では、他の国籍の方とコミュニケーションを取る
ために、長い文章を短くしたり、簡単な言葉に言い換え

たりする「やさしい日本語」を活用しています。 
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